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松
本
市
は
金
沢
市
、
札
幌
市
と
そ
れ
ぞ
れ
観
光
・
文
化

都
市
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
交
流
の
一
環
と
し
て
札
幌

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
K
i
t
a
r
a
と
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
オ
ル
ガ
ン
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
金
沢
市
へ
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
が
バ
ス
ツ

ア
ー
を
行
い
、
両
市
と
の
文
化
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
札

幌
へ
は
松
本
オ
ル
ガ
ン
同
好
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
金
銅

英
二
広
報
委
員
が
、
金
沢
へ
は
降
旗
賢
治
広
報
委
員
が
同

行
し
ま
し
た
。 

 

■ 

札
幌
市 

　
オ
ル
ガ
ン
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

　
〜
ソ
プ
ラ
ノ
と
と
も
に
　
札
幌
公
演 

　
　
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
K
I
T
A
R
A
に
参
加
し
て 

 

　
札
幌
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
緑
と
水
が
豊
か
な
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
中
島
公
園
、
こ
の
一
角
に

オ
ル
ガ
ン
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
、
札
幌
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
が
あ
る
。
２
０
１
１
年
６
月
８

日
、
我
々
は
新
千
歳
空
港
か
ら
電
車
を
乗
り
継
い
で
札
幌

入
り
。
地
下
鉄
南
北
線
「
中

島
公
園
駅
」
で
下
車
し
、

公
園
内
を
散
策
し
つ
つ
会

場
を
目
指
し
た
。
鯉
が
泳

ぐ
大
き
な
池
、
対
岸
の
木
々

の
間
か
ら
大
き
く
モ
ダ
ン

な
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
が

見
え
る
。
あ
れ
が
札
幌
市

の
誇
る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
「
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
」
で

あ
る
。
建
物
が
見
え
始
め
、

我
々
も
足
早
に
な
り
つ
つ
、

数
分
後
に
は
ホ
ー
ル
玄
関

前
に
到
着
し
た
。
開
演
１

時
間
以
上
前
だ
っ
た
で
あ

ろ
う
か
、
も
う
す
で
に
長

蛇
の
列
が
で
き
て
い
る
。

そ
の
方
々
を
横
目
に
見
な

が
ら
、
裏
の
ス
タ
ッ
フ
口

か
ら
会
場
に
足
を
踏
み
入

れ
た
。 

　
先
発
入
り
し
て
い
た
市

の
職
員
の
方
々
と
、
松
本

市
観
光
エ
リ
ア
の
美
し
い
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
が
何
箇
所
も

掲
示
さ
れ
て
い
る
ロ
ビ
ー
で
軽
く
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

松
本
市
の
観
光
案
内
の
チ
ラ
シ
配
布
係
や
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
で
録
音
し
た
オ
ル
ガ
ン
Ｃ
Ｄ
の
販
売
係
、
松
本

市
か
ら
の
記
念
品
（
先
着
２
０
０
名
様
）
配
布
係
な
ど
役

割
分
担
し
、
開
場
を
待
っ
た
。 

　
開
場
と
同
時
に
大
勢
の
人
々
が
ロ
ビ
ー
に
溢
れ
か
え
っ

た
。
ロ
ビ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
に
見
入
る
お
客
様
、
Ｃ
Ｄ
を
手

に
取
り
見
る
お
客
様
、
受
け
取
っ
た
松
本
市
の
チ
ラ
シ
を

見
て
い
る
お
客
様
、
座
席
表
を
見
な
が
ら
座
席
を
探
す
お

客
様
。 

 

　
開
演
前
の
ベ
ル
が
鳴
る
。
チ
ラ
シ
配
布
や
Ｃ
Ｄ
販
売
を

一
段
落
さ
せ
て
、

我
々
も
場
内
へ
入

る
。
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ

ａ
大
ホ
ー
ル
は
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

特
有
の
６
角
形
ワ

イ
ン
ヤ
ー
ド
型
で

段
々
畑
の
よ
う
な

座
席
の
配
置
。
ス

テ
ー
ジ
後
方
正
面

に
は
フ
ラ
ン
ス
製

の
大
型
コ
ン
サ
ー

ト
オ
ル
ガ
ン
が
設

置
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
向
け
て
銀

色
の
パ
イ
プ
を
輝
か
せ
て
い
る
。
我
々
は
オ
ル
ガ
ン
に
近

い
左
側
の
バ
ル
コ
ニ
ー
席
に
着
く
。
次
第
に
場
内
が
暗
く

な
り
、
ま
ず
は
札
幌
市
長
の
挨
拶
で
幕
開
け
と
な
っ
た
。

「
札
幌
市
と
松
本
市
の
観
光
・
文
化
交
流
都
市
協
定
事
業

の
第
一
弾
企
画
、
準
備
期
間
中
に
発
生
し
た
未
曾
有
の
東

日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
実
現
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
松
本

市
と
札
幌
市
の
都
市
協
定
事
業
が
継
続
開
催
さ
れ
る
こ
と

で
両
市
の
文
化
芸
術
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
・
経
済
な

ど
も
、
よ
り
活
性
化
し
、
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す

る
」。
と
い
う
内
容
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。 

　
し
ば
ら
く
の
間
を
お
き
、
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
専

属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
保
田
紀
子
の
登
場
と
な
る
。
１
曲
目

は
彼
女
の
活
動
の
柱
で
あ
る
現
代
音
楽
の
オ
ル
ガ
ン
曲
。

下
山
一
二
三
作
曲
の
「
情
景
Ⅰ
」
、
そ
し
て
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ

ハ
の
「
ト
ッ
カ
ー
タ
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
フ
ー
ガ
ハ
長
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
６
４
」
と
オ
ル
ガ
ン
ソ
ロ
が
２
曲
演
奏
さ
れ
た
。

続
い
て
ソ
プ
ラ
ノ
針
生
美
智
子
の
登
場
と
な
る
。
フ
ォ
ー

レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
op. 
48
よ
り
「
ピ
エ
・
イ
ェ
ズ
」
、
成
田

為
三
の
「
浜
辺
の
歌
」
、
山
田
耕
筰
「
赤
と
ん
ぼ
」
、
「
こ

の
道
」、「
か
ら
た
ち
の
花
」、
岡
野
貞
一
「
ふ
る
さ
と
」、

第
１
部
最
後
の
曲
は
武
満
徹
「
小
さ
な
空
」
。
透
明
感
の

あ
る
歌
声
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
支
え
る
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
、

見
事
な
調
和
。
な
じ
み
あ
る
唱
歌
で
会
場
も
和
や
か
な
空

気
と
な
っ
た
。
休
憩
を
は
さ
み
第
２
部
へ
。
ヘ
ン
デ
ル
の

「
メ
サ
イ
ア
」
よ
り
「
わ
れ
は
知
る
、
わ
が
贖
い
主
の
生

き
た
も
う
こ
と
を
」、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
「
春
の
声
」 

op.
４
１
０
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
よ
り
夜

の
女
王
の
ア
リ
ア
「
復
讐
の
心
は
地
獄
の
よ
う
に
わ
が
胸

に
燃
え
」
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
が
続
い
た
。
オ
ル
ガ
ン

が
曲
想
に
合
わ
せ
、
時
に
は
繊
細
に
、
時
に
は
壮
大
に
、

ソ
プ
ラ
ノ
に
見
事
に
絡
み
合
う
素
晴
ら
し
い
音
楽
で
あ
っ

た
。
第
２
部
後
半
は
オ
ル
ガ
ン
ソ
ロ
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ク
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
、
リ
ス
ト
と
オ
ル
ガ
ン
の
名
曲
、
大
作
が
演

奏
さ
れ
大
き
な
喝
采
を
浴
び
な
が
ら
保
田
が
ス
テ
ー
ジ
裏

へ
と
下
り
た
。
鳴
り
止
ま
ぬ
拍
手
に
再
び
二
人
の
演
奏
家

が
ス
テ
ー
ジ
へ
登
場
。
ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
グ
ノ
ー
の
「
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
、
心
洗
わ
れ
る
音
楽
で
オ
ル
ガ
ン
サ
マ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
幕
を
閉
じ
た
。 

 

　
札
幌
市
長
の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
が
、
札
幌
市
と
松
本
市

は
平
成
22
年
９
月
６
日
に
「
札
幌
市
・
松
本
市 

観
光
・

文
化
交
流
都
市
協
定
」
を
締
結
・
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受

け
文
化
交
流
と
し
て
第
一
弾
の
企
画
が
練
ら
れ
た
。
当
初

は
札
幌
市
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
の
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
共
演
と
し
て
企
画
さ
れ
た
が
、

札
幌
市
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
母
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
た
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

変
更
し
、
企
画
が
練
り
直
さ
れ
た
。
松
本
市
を
代
表
す
る

保
田
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
曲
で
素
晴
ら
し
い
オ
ル
ガ
ン
演

奏
を
行
い
、
オ
ル
ガ
ン
の
代
表
作
品
に
加
え
、
オ
ペ
ラ
、

唱
歌
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
幅
広
い
音
楽
を
届
け
た
。
ま
さ

に
震
災
を
乗
り
越
え
実
現
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
り
、
第

二
弾
企
画
、
第
三
弾
企
画
へ
と
継
続
す
る
発
展
へ
の
力
強

さ
を
感
じ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。 

（
広
報
委
員
会
　
金
銅
英
二
） 

観光・文化都市協定 観光・文化都市協定 

札幌市 ■札幌コンサートホールKitara■ 
オルガンサマーコンサート 
 
 
■金沢市石川県立音楽堂■金沢市 
ハーモニーメイトバスツアー 
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■ 

金
沢
市 

　 　
〜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
演
奏
会
へ
の
旅
〜 

　
#
ル
ド
ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ
来
日
20
周
年
記
念 

　
　
　
　
　
　
　
夢
の
協
奏
曲
公
演
・
ボ
ヘ
ミ
ア
の
魂
$ 

　 　
今
年
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
バ
ス
ツ
ア
ー
は
６
月
25
日
・

26
日
に
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
歴
史
都
市
#
金
沢
$
を
訪

ね
る
特
別
企
画
の
旅
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
金
沢
市

と
松
本
市
が
平
成
20
年
に
「
文
化
・
観
光
交
流
都
市
協
定
」

を
締
結
し
て
以
来
親
し
く
交
流
を
深
め
、
今
回
は
３
周
年

記
念
事
業
の
特
使
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
の
旅
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

〈
一
日
目
〉 

　
参
加
者
45
人
は
、
そ
の
後
に
起
こ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
感

動
的
出
来
事
な
ど
予
期
せ
ぬ
ま
ま
に
、
今
に
も
泣
き
だ
し

そ
う
な
雨
模
様
の
空
の
下
、
早
朝
の
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
に
集
合
し
た
の
で
す
。
そ
こ
で
降
旗
会
長
よ
り
発
せ

ら
れ
た
第
一
声
は
「
当
初
予
定
の
安
房
峠
経
由
は
土
砂
災

害
に
よ
り
不
通
と
な
り
、
糸
魚
川
経
由
へ
変
更
」
で
し
た
。

バ
ス
は
北
へ
進
路
を
進
め
ま
し
た
が
、
大
町
市
を
過
ぎ
る

頃
か
ら
車
窓
は
土
砂
降
り
の
雨
。
小
谷
に
至
っ
て
は
並
行

す
る
姫
川
が
今
に
も
氾
濫
寸
前
の
濁
流
と
化
し
、
道
路
閉

鎖
の
予
告
に
車
内
は
騒
然
。

な
ん
と
か
バ
ス
は
危
機
一

髪
で
、
封
鎖
直
前
に
糸
魚

川
へ
と
抜
け
た
の
で
す
！

そ
の
後
は
北
陸
道
を
順
調

に
金
沢
へ
と
向
か
う
車
中
、

鈴
木
鎮
一
記
念
館
館
長
で

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
事
業

委
員
の
結
城
さ
ん
に
よ
る

講
演
が
あ
り
、
鈴
木
氏
の
生
い
立
ち
か
ら
ス
ズ
キ
メ
ソ
ッ

ド
に
至
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
鈴
木
氏
は
ベ
ル
リ
ン
へ
の
留
学
の
一
時
期
、
相

対
性
理
論
で
有
名
な
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
も
交
流
さ
れ

た
と
か
。 

 

バ
ス
は
定
刻
通
り
に
近
江
町
市
場
に
到
着
。
そ
こ
で
昼

食
を
取
り
、
そ
の
後
は
い
よ
い
よ
加
賀
百
万
石
の
歴
史
都

市
観
光
で
す
。
石
川
県
立
音
楽
堂
楽
友
会
事
務
局
長
の
吉

川
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ひ
が
し
茶
屋
街
か
ら
主
計
町
茶
屋
街
、
長
町
武
家
屋
敷

跡
と
巡
り
歩
き
な
が
ら
心
も
小
腹
も
城
下
町
の
風
情
で
存

分
に
満
た
さ
れ
た
一
行
は
、
初
日
最
後
の
訪
問
施
設
「
金

沢
市
民
芸
術
村
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
に
建
つ

旧
紡
績
会
社
倉
庫
群
の
保
存
と
、
新
し
い
文
化
の
創
造
を

担
う
若
者
た
ち
の
自
由
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
を
培

い
、
表
現
す
る
場
と
し
て
金
沢
市
が
設
置
し
た
施
設
で
す
。

そ
の
施
設
の
一
つ
#
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
工
房
$
で
私
た
ち
は

「
ジ
ュ
ニ
ア･

ジ
ャ
ズ･

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
特
別
に
企
画

し
て
く
だ
さ
っ
た
演
奏
会
に
巡
り
合
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
情
熱
と
と
き
め
き
の
ジ
ャ
ズ
音
楽
に
大
満
足
し
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

〈
二
日
目
〉 

　
ホ
テ
ル
出
発
直
前
に
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
金
沢
（
Ｏ
Ｅ
Ｋ
）

の
首
席
チ
ェ
ロ
奏
者
、
カ

ン
タ
さ
ん
が
ご
家
族
と
来

ら
れ
、
全
員
で
記
念
撮
影

の
後
、
午
前
中
は
兼
六
園

を
中
心
に
自
由
行
動
。
そ

し
て
、
午
後
に
は
、
い
よ

い
よ
こ
の
旅
の
メ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
#
ル
ド

ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ
来
日

20
周
年
記
念
公
演
$
を
聴

く
た
め
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
本
拠
地
で
あ
る
「
石
川

県
立
音
楽
堂
」
へ
と
移
動

し
ま
し
た
。 

　
公
演
の
前
に
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
」「
カ
ン
タ
さ
ん

を
囲
む
会
」
「
石
川
県
立
音
楽
堂
楽
友
会
」
三
者
の
交
流

会
が
音
楽
堂
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
川

事
務
局
長
の
進
行
に
よ
り
、
公
務
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら

ず
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
山
野
之
義
金
沢
市
長
よ
り
歓

迎
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
諸
団
体
代
表
者
の
挨

拶
…
と
、
こ
こ
で
ビ
ッ
グ
サ
プ
ラ
イ
ズ
！
　
Ｏ
Ｅ
Ｋ
の
音

楽
監
督
で
あ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
本
日
の
指
揮
者
で
あ
る
井
上
道
義
さ
ん
が
突
然
の
登
場

で
す
。
一
同
の
驚
き
と
一
瞬
の
戸
惑
い
、
そ
し
て
拍
手
喝

采
の
中
、
気
さ
く
に
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
去
っ
て
行
き

ま
し
た
。
皆
は
す
っ
か
り
虜
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
は
自
己
紹
介
と
意
見
交
換
が
あ

り
、
さ
あ
、
待
ち
に
待
っ
た
演
奏
会
場
へ
の
移
動
で
す
。 

 

　
演
奏
に
先
立
ち
、
井
上
さ
ん
と
カ
ン
タ
さ
ん
よ
り
来
場

者
へ
の
歓
迎
の
挨
拶
…
と
、
こ
こ
で
ま
た
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
！

私
た
ち
メ
イ
ト
会
員
は
起
立
を
促
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
、
ほ

ぼ
満
員
の
会
場
か
ら
の
歓
迎
の
拍
手
が
止
む
と
、
１
曲
目

の
#
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
　
ス
ラ
ヴ
舞
曲
第
８
番
$
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
先
ほ
ど
の
陽
気
な
表
情
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
た
井
上
さ
ん
の
音
を
操
る
タ
ク
ト
の
舞
と
、
奏
者

の
奏
で
る
余
裕
の
響
き
が
私
た
ち
を
音
楽
の
衣
で
包
み
込

み
、
会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
い
よ
い

よ
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
の
演
奏
で
す
。
ま
ず
は
日
本
初
演
で
あ

り
、
カ
ン
タ
さ
ん
が
、
日
本
で
の
演
奏
が
夢
で
あ
っ
た
と

い
う
#
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー
　
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
第
２
番
$
で
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
彼
の
こ
の
作
品
に
寄
せ
る
思
い

は
相
当
で
、
人
生
を
決
め
た
一
つ
と
の
こ
と
。
抒
情
的
な

旋
律
で
流
れ
る
第
１
楽
章
か
ら
第
２
楽
章
は
チ
ェ
ロ
が
穏

や
か
に
情
感
を
込
め
て
演
奏
さ
れ
、
彼
の
ど
こ
か
祈
り
に

も
似
た
思
い
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
第
３
楽
章
を
迎
え
て

多
彩
な
旋
律
の
変
化
に
引
き
込
ま
れ
、
最
後
の
チ
ェ
ロ
の

カ
デ
ン
ツ
ァ
と
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
終
結
が
印
象
的
な
演
奏

で
し
た
。 

　
休
憩
を
挟
み
、
後
半
は
カ
ン
タ
さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
で
一
度
は
演
奏
す
る
の
が
夢
だ
っ
た
と
い
う
#
ド
ヴ

ォ
ル
ザ
ー
ク
　

チ
ェ
ロ
協
奏
曲
　

ロ
短
調
$
。
ボ
ヘ
ミ
ア
音

楽
と
ア
メ
リ
カ
音
楽
の
融
和
し
た
こ
の
作
品
は
、
今
回
の

記
念
演
奏
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ボ
ヘ
ミ
ア
の
魂
」
を
奏

で
る
の
に
相
応
し
い
曲
で
し
た
。
第
１
楽
章
で
は
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
の
印
象
的
な
演
奏
と
徐
々
に
加
わ
る
弦
楽
器
、
管

楽
器
の
演
奏
が
独
奏
チ
ェ
ロ
を
盛
り
立
て
、
鮮
や
か
に
堂
々

と
演
奏
さ
れ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
に
は
鳥
肌
が
立
ち

ま
し
た
。
第
２
楽
章
で
は
木
管
楽
器
の
の
ど
か
な
主
題
を

独
奏
チ
ェ
ロ
が
引
き
継
ぎ
、
他
楽
器
も
加
わ
っ
て
チ
ェ
ロ

と
の
美
し
い
演
奏
に
、
時
よ
止
ま
れ
と
念
じ
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
第
３
楽
章
は
力
強
い
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
と
井
上
さ
ん
の
気
迫
溢
れ
る
指
揮
に
、
叫
び

た
く
な
る
よ
う
な
最
高
の
感
動
と
と
も
に
終
演
を
迎
え
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

　
楽
友
会
の
方
々
に
見
送
ら
れ
て
の
帰
路
、
参
加
者
か
ら

の
感
想
は
、
今
回
の
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
た
喜
び
と
感
謝
、

そ
し
て
何
よ
り
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
心
か
ら
愛
す

る
メ
イ
ト
の
神
髄
を
確
認
す
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
も
多
く
の
会
員
の
方
が
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
望
ん
で
止
み
ま
せ

ん
。 

（
広
報
委
員
会
　
降
旗
賢
治
） 

TEL026-259-2323 http://www.sunpian.com
長 野 市 高 田 3 2 1－2

限りない信頼を礎に。 
 

スタインウェイピアノは、世界を舞台に活躍する 
トップピアニストの90パーセント以上から 
そのコンサートステージで選ばれています。 
創立から158年、限りない信頼を礎に、 
最高のピアノづくりを求めて歩んできた 

スタインウェイにとってこれは最良の励ましとなるものです。 
 

ハーモニーホールご利用のお客様はご予約の際お申し出下さい。 
特別ご優待料金にてご案内させて頂きます。 
（但し、時期によってはご優待料金をご提供できない場合もございます。ご了承ください。） 

金沢市民芸術村 

井上道義音楽監督 
カンタさんを囲む会　角家会長、寺沢政策部長（松本市）、 
メイト降旗会長、楽友会田中会長 

12月22日（木） 
18：00～ 

0263（37）0111（代表） 
http://www.buena-vista.co.jp/ 

ご予約・お問合せ 

松本市出身の秋本奈緒美さんによる、 
クリスマスジャズナイト。 

ホテル最上階の夜景を望みながら、 
しっとりとこころを揺さぶる歌声と、 

シェフが創作する特別ディナーコースをお楽しみ下さい。 
 

■場所 
　ホテルブエナビスタ14階 
　「フランス料理 ソルプレーサ」 

■チケット発売日等の詳細はホームページにてアップいたします。 

お一人様 15,000円 
 

「クリスマス・ジャズナイト ２０１１ in 
                    Hotel Buena Vista」 
 

「クリスマス・ジャズナイト ２０１１ in 
                    Hotel Buena Vista」 
 

「クリスマス・ジャズナイト ２０１１ in 
                    Hotel Buena Vista」 
 



 

11月3～6・12・13・19～27日
12月3・4・10・11・17・18・
23～30日

出
発
日

その他宿泊コースもございます。
お気軽にお問い合わせください。
その他宿泊コースもございます。
お気軽にお問い合わせください。

日
　
帰
　
り

11,000円 
10,000円 
8,000円 

（日・祝除く）

アルピコ交通㈱ 

パスポート付価格

コンビニ決済・クレジットカード決済の選択可能！ 
「大人」はグループ割（５名～）もございます。 

24時間気軽にご予約いただけます
http://www.alpico.co.jp/highlandbus/

http://www.alpico.co.jp/highlandbus/
〒390-0851　松本市大字島内8100

国内旅行業務取扱管理者　岡本　宏充
〒390-0851　松本市島内8100　長野県知事登録旅行業第2-163号

インターネット予約受付開始！！

※コース番号、出発日、人数、参加者全員のお名前・年齢・性別、代表者の住所・連絡先を明記の上お送りください。

お得で安心！アルピコハイランドバスでディズニーへ行こう！！お得で安心！アルピコハイランドバスでディズニーへ行こう！！
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お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
32 

は
声
楽
と
の
共
演
で
す
。
オ
ル

ガ
ン
の
素
朴
な
響
き
と
透
明
感

溢
れ
る
ソ
プ
ラ
ノ
の
見
事
な
融

和
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
保
田
紀
子
の
オ
ル
ガ
ン
に
松

本
市
を
拠
点
に
県
内
外
で
活
躍

中
の
声
楽
家
倉
科
有
紀
（
ソ
プ

ラ
ノ
）
が
共
演
し
ま
す
。
曲
目

は
山
田
耕
筰
、
武
満
徹
の
歌
曲

や
バ
ッ
ハ
（
グ
ノ
ー
編
）
の
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
ヘ
ン
デ

ル
の
メ
サ
イ
ア
な
ど
、
お
な
じ
み
の
曲
が
数
多
く
演
奏
さ

れ
ま
す
。
日
曜
日
の
午
後
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
バ
ッ
ハ
（
グ
ノ
ー
編
）
＝
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
、
武
満
徹
＝
小
さ
な
空
、
山
田
耕
筰
＝
こ
の
道
、
待
ち

ぼ
う
け
、
赤
と
ん
ぼ
、
か
ら
た
ち
の
花
、
岡
野
貞
一
＝
ふ

る
さ
と
、
他 

入
場
料
／
１
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

     

#
ウ
ィ
ー
ン
$
と
名
の
つ
く
合
奏
団
が
数
あ
る
中
、
こ

ち
ら
は
不
世
出
の
名
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
故
ゲ
ア
ハ

ル
ト
・
ヘ
ッ
ツ
ェ
ル
が
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
ト
ッ
プ
・

メ
ン
バ
ー
を
集
め
結
成
し
て
40
年
、
最
も
長
い
歴
史
を

も
つ
名
門
が
３
年
半
ぶ
り
に
来
日
し
ま
す
。
お
な
じ
み
の

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
い
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
縁

の
作
曲
家
の
名
曲
か
ら
、
華
や
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
聴
か

せ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲
ま
で
、
昼

と
夜
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
え
て
２
回
公
演
。
ス
ー
パ
ー
ソ

リ
ス
ト
た
ち
の
稀
有
な
名
演
を
、
す
ぐ
そ
こ
で
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
な
ん
て
、
小
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の
贅
沢
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
昼
公
演
】
ド
ヴ
ィ
エ
ン
ヌ
＝
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
四
重
奏
曲 

ト

短
調 

op. 
73-
３
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ

ン
ト 

第
７
番 

ニ
長
調 

Ｋ
．２
０
５
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
＝

八
重
奏
曲
op.
１
６
６
Ｄ
．８
０
３ 

【
夜
公
演
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
弦
楽
四
重
奏
曲 

第
20
番 

ニ
長
調 

Ｋ
．４
９
９
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
＝
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五

重
奏
曲 

変
ロ
長
調 

op. 
34
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
＝
七
重
奏

曲 

変
ホ
長
調
op. 
20 

入
場
料
／
一
　
般
　
６
、０
０
０
円 

　
　
　
　
メ
イ
ト
　
５
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
／
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

 

!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

    

第
１
部
は
松
本
に
縁
の
演
奏
家
で
編
成
さ
れ
た
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
合
奏
団
に
よ
る
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
の
組
曲
「
展
覧
会

の
絵
」
を
演
奏
し
ま
す
。
こ
の
曲
は
作
曲
者
が
友
人
の
画

家
の
遺
作
展
を
巡
り
10
枚
の
絵
画
の
印
象
を
音
楽
に
残
し

た
も
の
で
す
。
馴
染
み
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
、
様
々
な

絵
画
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
家
族
で
楽
し

め
る
名
曲
で
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
桐
山
建
志
が
編

曲
し
た
器
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
版
で
す
。
第
２
部
は
、
市
内

中
学
校
（
松
島
、
波
田
、
筑
摩
野
）
の
合
同
合
唱
団
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
作
曲
者
新

実
徳
英
本
人
に
よ
る
指
揮
で「
白

い
う
た
　
青
い
う
た
」
、
中
村

雅
夫
指
揮
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
を
演
奏
し
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
第
１
部
】
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

＝
組
曲
「
展
覧
会
の
絵
」（
桐
山

建
志
編
曲
）、
他 

【
第
２
部
】
新
実
徳
英
＝
「
白

い
う
た
　
青
い
う
た
」
よ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
、
他 

入
場
料
／
１
、０
０
０
円
【
全
席
自
由
】 

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
!
０
２
６
３
（
４
７
）
２
０
０
４ 

    

オ
ル
ガ
ン
と
和
楽
器
に
よ

る
新
春
恒
例
の
雅
な
演
奏

会
で
す
。
県
内
屈
指
の
尺

八
奏
者
の
渡
辺
清
堂
と
、

箏
の
渡
辺
邦
子
、
そ
し
て
、

和
太
鼓
は
国
内
外
で
和
洋

打
楽
器
の
初
演
も
多
く
、

後
進
の
指
導
に
も
定
評
の

あ
る
高
橋
明
邦
で
す
。
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
専
属

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
保
田
紀
子

と
和
楽
器
の
名
手
た
ち
が

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
は
、
来
場
者
全
員
で
「
一

月
一
日
」
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
宮
城
道
雄
＝
春
の
海
、
ビ
ゼ
ー
＝
ア
ル
ル

の
女
よ
り
、
他 

入
場
料
／
５
０
０
円
　【
全
席
自
由
】 

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
／
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

保田紀子（オルガン） 倉科有紀（ソプラノ） 

高橋明邦 渡辺邦子・渡辺清堂 

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 
■
18
：
00
 

《
結
成
４０
周
年
！
　
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の

　
　
　
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
最
高
峰
の
室
内
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
》

ウ
ィ
ー
ン
室
内
合
奏
団

11/

23祝
・
水

■
小
ホ
ー
ル
　
■
昼
14
：
00
　
■
夜
18
：
00
 

《
冬
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
》

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
2
0
1
1

12/

11日

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
３２

〜
ソ
プ
ラ
ノ
と
の
共
演
〜

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

11/

20日

《
春
を
呼
ぶ
オ
ル
ガ
ン
と
和
楽
器
の
共
演
》

新
春
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

■
小
ホ
ー
ル
　
■
14
：
00
 

1/

7土
こ
の
ペ
ー
ジ
は
10
月
１
日
現
在
の
予
定
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

開
演
時
間
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
入
場
料
等
変
更
の
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 



楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
①
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
①
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
①
 

楽
器
に
ま
つ
わ
る
 
あ
れ
こ
れ
①
 

「明治」の格調。くつろぎのホテル 
松本民芸家具をセットした 

北欧風ホテル 

松本市大手４-８-９ 〒３９０-０８７４ !（０２６３）３２－０１１４ FAX（０２６３）３３－４７７５ 
URL:http://www.mcci.or.jp/www/kagetsu/

宿泊料金 サービス料 
消費税込 円 6,500 ■ツイン… ■シングル… 円 12,000

レアールドセゾン・セージ 
〒390-0835 松本市高宮東1-28 Phone 0263-29-7070 定休日　火曜日 

http://www.astep-s.com/sage/ 
レストランウエディングも承ります。 

　
ザ･

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
は
残
響
2
・
0
秒
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に
最
適
な
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
他

に
、
収
容
人
数
1
9
0
席
の
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
利

用
で
き
る
小
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

■
設
備
楽
器

　
【
貸
出
は
午
前
・
午
後
・
夜
間
の
区
分
ご
と
】 

○
小
型
オ
ル
ガ
ン
（
カ
ワ
イ
楽
器
社
製
作
） 

　
・
７
ス
ト
ッ
プ
、
２
段
鍵
盤
、
足
鍵
盤
、
可
動
式 

　
　
　
（
使
用
料
"
１
区
分
／
3
、0
0
0
円
） 

○
コ
ン
サ
ー
ト
用
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ

カ
ワ
イ
E
X 

　
　
　
（
使
用
料
"
１
区
分
／
5
、0
0
0
円
） 

○
コ
ン
サ
ー
ト
用
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ

ヤ
マ
ハ
Ｃ
Ｆ
Ⅲ 

　
　
　
（
使
用
料
"
１
区
分
／
5
、0
0
0
円
） 

 

「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
環
境
問
題
」

　
　
　
　
　
　
廣
田
　
喜
美（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
）

■ホール使用例

小
ホ
ー
ル
紹
介

小
ホ
ー
ル
紹
介

■申込受付ついて

申込は窓口へ直接お越しください（空き状況は電話での照会可能） 

　申込受付日　 

　①音楽文化事業に係わる催物 

　　…開催日の12ヶ月前に当たる月の第１開館日 
　　　（土・日・祝日に当たる場合は、翌日以降の休日等に当たらない最初の開館日）。 

　　　　9：00から抽選会。 

　②その他の催物…開催日より６ヶ月前から受付可能。随時受付。 
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ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
廣
田
喜
美
さ
ん
に
「
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
と
環
境
問
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。 

■
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
原
材
料
は
ア
フ
リ
カ
を
原
産
と
す
る

グ
ラ
ナ
デ
ィ
ラ
と
い
う
樹
木
で
、
現
在
自
然
破
壊
や
気
候

の
変
動
に
よ
り
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ナ

デ
ィ
ラ
の
幹
は
、
中
心
部
の
黒
檀
（
こ
く
た
ん
）
色
の
部

位
と
そ
の
周
辺
の
薄
茶
色
の
部
位
と
で
、
二
層
に
分
か
れ

て
お
り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
製
作
に
は
中
心
部
の
み
を
く

り
貫
き
使
用
し
ま
す
。
そ
の
際
に
必
ず
木
屑
な
ど
の
破
材

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
1
9
9
4
年
木
管
楽
器
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
・
ク

ラ
ン
ポ
ン
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
」
が
市
場
に
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
グ
ラ
ナ
デ
ィ
ラ
の
原
木
保
護
を
目
指

し
て
、
こ
の
希
少
な
木
材
を
極
限
ま
で
効
率
よ
く
活
用
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
新
素
材
製
法
で
す
。
旧
来
の
方
法

で
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
破
材
を
パ
ウ
ダ
ー
状
に
破
砕
し
、

微
量
（
５
％
）
の
カ
ー
ボ
ン
・
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
を
加
え

て
特
殊
な
製
法
で
圧
縮
し
、
新
し
い
素
材
と
し
て
再
利
用

し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
は
、
湿
気
や
水
分
に
も

強
く
、
従
来
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
購
入
後
、
一
日
15
分
ほ

ど
の
練
習（
息
を
通
す
）で
３
〜
４
ヶ
月
掛
け
て
徐
々
に
慣

ら
す
の
に
比
べ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
は
購
入
初
日
に
練
習

が
で
き
ま
す
。
音
色
も
ほ
と
ん
ど
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。 

■
ウ
イ
ン
ド
バ
ン
ド
・
フ
ォ
ー
・
グ
リ
ー
ン
︵
以
下
Ｗ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
︶ 

　
Ｗ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
、
「
吹
奏
楽
が
で
き
る
エ
コ
を
！
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人p

o
in
t g
re
e
n

推
進
環
境
会
議

が
中
心
と
な
り
吹
奏
楽
指
揮
者
や
、
演
奏
家
ら
と
共
に
平

成
23
年
１
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
問
題
と
し
て
演

奏
会
の
印
刷
物
の
工
夫
、
移
動
手
段
、
グ
リ
ー
ン
電
力
利

用
等
を
考
え
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
楽
器
が
貴
重
な
木

材
か
ら
多
く
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
可
能
な
楽
器

の
リ
ユ
ー
ス
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
知
人
で
、
日
本
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
会
理
事
の
田
中
正
敏

さ
ん
が
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
廣
田
さ
ん
も

活
動
に
賛
同
し
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
田
中
さ

ん
は
風
力
発
電
の
会
社
か
ら
電
気
を
購
入
し
て
の
コ
ン
サ

ー
ト
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ
ら
べ
あ
基
金
（
地
球
温
暖
化
防

止
の
活
動
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、

北
極
の
氷
と
同
じ
く
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
も
危
機
に
瀕
し
て
い

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
、
現
在
で
は

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、「
被
災
さ
れ
た
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
再
び
活
動
で
き
る
よ
う
に
」
を
目
標
に
被
災
地
へ
の
楽

器
提
供
や
寄
付
を
呼
び
か
け
、
支
援
楽
器
を
贈
り
届
け
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
最
後
に
廣
田
さ
ん
自
身
は
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、
地

域
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
ゴ
ミ
の

分
別
、
買
い
物
で
の
マ
イ
バ
ッ
グ
の
使
用
、
節
電
な
ど
身

近
な
エ
コ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
楽
器
云
々

に
係
わ
ら
ず
ま
ず
は
ご
自
身
の
で
き
る
エ
コ
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
身
近
に
も
あ
る
は
ず
で
す
。 

     

Ｗ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
の
Ｈ
Ｐ
…
…

h
ttp
://w

w
w
.fa
ceb
o
o
k
.co
m
/w
in
d
.b
a
n
d
.fo
r.g
reen

 

演
奏
会
① 

ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
席
と
ス

タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
で

約
１
５
０
席 

演
奏
会
③ 

ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
席
の
み
の

使
用
。
空
い
た
ス
ペ
ー
ス

を
自
由
に
使
え
ま
す
。 

研
修
会 

ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
席
を

収
納
し
机
を
並
べ
て

約
９０
席 

演
奏
会
② 

ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
席
を

収
納
し
ス
タ
ッ
キ
ン

グ
チ
ェ
ア
の
み
の
利

用
。 

収
納
・
可
動
式
の
ロ

ー
ル
バ
ッ
ク
席
と
ス

タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

の
組
み
合
わ
せ
で
多

彩
な
演
奏
会
場
に 

ぬ 



グランドピアノ8台・アップライトピアノ60台
常時展示、試弾自由

各種カルチャー教室おこなっています。
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ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
活
動
す
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
団
体
会
員
の

　
　
　
　
　
自
己
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
団
体
会
員
募
集

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
団
体
会
員
募
集

松
本
混
声
合
唱
団 

塚
本
敦
子
／
ピ
ア
ニ
ス
ト 

 

第1回 若
手
演
奏
家
紹
介
①

　
音
楽
関
係
の
学
校
を
卒
業
し
、
中
信
地
区
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て

い
る
　
若
手
演
奏
家
を
取
り
上
げ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

●
年
会
費
＝
1
0
、0
0
0
円

●
1
団
体
１０
名
ま
で
の
登
録
。

●
6
名
以
上
の
仲
間
で
申
し
込
ま
れ
ま
す
と
個
人
会
員

　
よ
り
お
得
で
す
。

　
・
個
人
会
員
2
、0
0
0
円
×
6
名
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
、0
0
0
円

●
職
場
や
サ
ー
ク
ル
、
音
楽
団
体
等
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
演
奏
会
開
催
39
回
を
迎
え
る
松
本
混
声
合
唱
団
は
、
数

多
い
周
辺
の
合
唱
団

の
中
で
も
、
暖
か
い

音
色
が
特
徴
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
団
員

の
年
齢
層
は
幅
広
く
、

10
代
か
ら
70
代
の
仲

間
が
い
ま
す
。 

　
指
導
者
は
、
指
揮

が
、
松
本
純
一
郎
先

生
と
草
間
裕
美
先
生
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
井
垣

里
沙
先
生
と
宮
島
祥

代
先
生
と
い
う
と
て

も
ぜ
い
た
く
な
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発
揮
し
、
毎
回
の
練
習
は
充
実
し
て

い
ま
す
。
練
習
は
、
主
に
ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
練
習

室
な
ど
で
夜
７
時
か
ら
９
時
30
分
、
毎
週
金
曜
日
に
、
最

近
は
月
２
回
の
火
曜
日
が
加
わ
り
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
み
が

き
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
団
員
は
、
団
の
運
営
を
分
担
し
、
息
の
長
い
活
動
を
さ

さ
え
て
い
ま
す
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
選
曲
、
聴
く

人
を
飽
さ
せ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
、
団
員
が
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
重
ね
た
成
果
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
数
回
の
懇

親
会
や
団
内
新
聞
に
よ
っ
て
、
仲
間
と
の
き
ず
な
を
深
め

て
い
ま
す
。 

　
現
在
は
、
次
回
演
奏
会
に
向
け
、
千
原
英
喜
作
曲
の
、

良
寛
と
貞
信
尼
の
相
聞
歌
を
基
に
し
た
合
唱
曲
「
良
寛
相

聞
」
、
ジ
ャ
ズ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
ア
レ
ン
ジ
曲
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
の
無
伴
奏
合
唱
曲
な
ど
、
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
と
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
５
月
27
日
松
本
文
化

会
館
中
ホ
ー
ル
で
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。 

　
そ
し
て
、
新
し
い
曲
を
取
り
組
み
始
め
た
今
は
入
団
す

る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
期
で
す
。
年
齢
、
性
別
、
経
験
を

問
い
ま
せ
ん
。
歌
う
こ
と
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

大
歓
迎
で
す
。
見
学
は
随
時
可
能
で
す
。
直
接
練
習
会
場

に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

●
お
問
い
合
わ
せ
／
竹
内
!
0
2
6
3（
3
3
）9
0
9
4 

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

　
松
本
市
出
身
。
信
大
附
属
松
本
中
よ
り
桐
朋
女
子
高
等

学
校
音
楽
科
、
桐
朋
学
園
大
学
ピ
ア
ノ
科
卒
業
。
大
学
卒

業
後
、
渡
仏
し
パ
リ･

エ
コ
ー
ル
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
に
て

室
内
楽（D

ip
lo
m
e
 
su
p
e
rie
u
r d
e
 co
n
ce
rtiste

）及
び

ピ
ア
ノ（D

ip
lo
m
e
 su
p
e
rie
u
r d

’

e
x
e
cu
tio
n

）の
演
奏

家
デ
ィ
プ
ロ
ム
を
取
得
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
ラ
イ
レ
ロ
ー
ズ

音
楽
院
に
て
ピ
ア
ノ
の
D
E
M
を
満
場
一
致
に
て
取
得
。 

在
仏
中
に
、
レ
オ
ポ
ル
ト
・
ベ
ラ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
２

位
、
モ
ン
ト
ロ
ン
レ
バ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
２
位
等
入
賞
。 

阿
部
美
果
子
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
テ
ィ
ナ
、
ジ
ャ
ッ
ク･

ベ
ル
ニ
エ
、
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ブ
・
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
各
氏

に
師
事
。 

■
活
　
　
動 

　
２
０
０
８
年
に
帰
国
後
は
、
毎
年
の
リ
サ
イ
タ
ル
の
他
、

２
０
０
９
│

10
年
に
か
け
て
カ
フ
ェ
プ
レ
イ
エ
ル
で
プ
レ

イ
エ
ル
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
シ
ョ
パ
ン
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
好
評
を
博
す
。 

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
木
内
栄
氏
と
共
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
４
手

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
２
台
の
ピ
ア
ノ
の
た

め
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
10
番
を
共
演
。 

　
本
年
３
月
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
樋
口
千
奈
美
氏
と
豊
科
近

代
美
術
館
主
催
「
春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
。 

県
外
で
活
躍
す
る
パ
リ
時
代
の
友
人
を
招
聘
し
、
フ
ル
ー

ト
の
初
田
章
子
氏
、
二
期
会
オ
ペ
ラ
歌
手
の
岸
七
美
子
氏

ら
と
共
演
。 

　
合
唱
団
・
松
本
コ
ー
ル
ク
ン
ス
ト
専
属
伴
奏
者
。
松
本

市
民
オ
ペ
ラ
合
唱
団
コ
レ
ペ
テ
ィ
ト
ゥ
ア
。
後
進
の
指
導

に
も
力
を
注
ぐ
。 

■
最
近
の
演
奏
会
よ
り 

　
９
月
11
日
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
ラ
モ
ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
等

フ
ラ
ン
ス
音
楽
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
作
品
１
１

０
を
演
奏
し
ま
し

た
。
小
ホ
ー
ル
は

観
客
席
が
近
く
、

お
客
様
の
呼
吸
を

感
じ
な
が
ら
の
演

奏
会
と
な
り
ま
し

た
。
使
用
し
た
カ

ワ
イ
E
X
は
高
音

の
輝
き
が
素
晴
ら

し
く
、
新
し
い
発
見
を

致
し
ま
し
た
。 

■
演
奏
会
情
報 

●
２
０
１
１
年
11
月
11
日 

松
本
コ
ー
ル
ク
ン
ス
ト
定
期
演
奏
会
伴
奏（
松
本
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
） 

●
　
　
〃
　
　
12
月
10
日
、
23
日 

塚
本
敦
子
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
松
本
市
波
田

カ
フ
ェ
プ
レ
イ
エ
ル
） 

●
２
０
１
２
年
２
月
12
日 

ソ
プ
ラ
ノ
の
樋
口
千
奈
美
さ
ん
と
共
に
（
同
右
） 

■
連
　

絡
　

先 

　
塚

本

敦

子

 

　
電
話
"
０
２
６
３
（
８
６
）
１
２
５
１ 

　E
m
a
il

"p
ia
n
o
1
6
e
m
e
@
y
a
h
o
o
.co
.jp
 

 

〒399-0022 松本市松原 63-8

〒399-0011 松本市寿北7-12-4
TEL.0263-86-7665

TEL.0263-86-3120



　
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
は
一
八
七
六
年
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
が

自
作
の
オ
ペ
ラ
の
理
想
的
上
演
の
た
め
に
創
設
し
、
七
月

下
旬
か
ら
約
一
ヶ
月
間
、
ド
イ
ツ
の
小
都
市
バ
イ
ロ
イ
ト

に
あ
る
祝
祭
劇
場
で
毎
年
行
わ
れ
る
音
楽
祭
で
す
。
ワ
ー

グ
ナ
ー
フ
ァ
ン
が
聖
地
巡
礼
と
称
し
、
一
生
に
一
度
は
訪

れ
た
い
と
願
う
音
楽
祭
。
申
し
込
み
続
け
て
十
五
年
、
つ

い
に
切
符
を
得
て
、
初
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
ザ
・
ハ
ー
モ
ー
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
保
田
紀
子
先
生
、
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
ハ
ー
モ
ニ

ー
メ
イ
ト
の
堀
内
さ
ん
、
同
じ
く
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で

オ
ラ
ン
ダ
在
住
、
ご
実
家
が
松
本
市
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
中

村
さ
ん
、
我
々
夫
婦
の
昔
か
ら
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
仲
間
で
埼

玉
県
在
住
の
川
岸
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
五
名
で
す
。 

　
同
行
す
る
予
定
だ
っ
た
夫
と
も
う
お
一
人
が
震
災
の
影

響
で
行
け
な
く
な
り
、
急
遽
メ
ン
バ
ー
交
替
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
行
け
な
く
な
っ
た
方
々
の
分
も
楽
し
ん

で
こ
よ
う
と
強
く
心
に
決
め
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
未
曾
有

の
災
害
が
あ
っ
た
年
に
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
音
楽
の
持
つ
力
を
再
認
識
し
た

こ
と
は
、
生
涯
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
前
置
き
は

さ
て
お
き
、

音
楽
祭
の
模

様
を
ワ
ー
グ

ナ
ー
の
『
指

環
』
に
ち
な

み
、
日
を
追

っ
て
お
伝
え

い
た
し
ま
す
。 

 

序
　
夜
　
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー 

　
新
演
出
を
平
土
間
中
央
席
で
観
ま
し
た
。
以
後
様
々
な

席
で
観
た
中
で
、
最
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
満
喫
で
き
た
席
で

し
た
。
平
戸
間
席
は
椅
子
の
背
が
木
製
の
た
め
に
背
中
が

痛
い
の
が
難
で
す
が
、
音
響
を
重
視
し
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

意
志
と
思
い
我
慢
。

開
演
十
分
前
に
入
場

す
る
と
緞
帳
は
開
け

ら
れ
た
ま
ま
。
舞
台

上
は
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
内
で
、
そ
こ
の
巨

大
な
装
置
に
残
飯
や

ら
排
泄
物
を
運
び
込

む
キ
ャ
ス
ト
の
動
き
、

舞
台
上
に
置
か
れ
た

客
席
に
座
る
観
客
の

様
子
を
開
演
前
か
ら
眺
め
る
と
い
う
趣
向
。
突
如
、
開
演

を
知
ら
せ
る
ベ
ル
も
な
く
消
灯
し
、
全
扉
が
一
斉
に
閉
め

ら
れ
、
内
鍵
ま
で
掛
け
ら
れ
て
、
劇
場
内
に
序
曲
が
流
れ

る
と
、
自
分
ま
で
も
が
施
設
内
に
放
り
込
ま
れ
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
く
気
分
に
陥
り
ま
し
た
。

祝
祭
劇
場
は
客
席
か
ら
オ
ケ
ピ
ッ
ト
が
全
く
見
え
な
い
構

造
で
す
が
、
そ
の
構
造
が
効
を
奏
し
た
演
出
に
心
が
奪
わ

れ
、
音
響
的
に
も
「
他
は
劇
場
だ
が
、
こ
こ
は
楽
器
だ
」

と
い
う
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
言
葉
が
真
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

幕
切
れ
に
面
白
い
オ
チ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
秘

密
に
し
て
お
き
ま
す
。
奇
妙
な
演
出
に
対
す
る
型
通
り
の

ブ
ー
イ
ン
グ
は
、
木
の
床
を
踏
み
鳴
ら
し
て
の
讃
辞
に
屈

し
、
大
成
功
し
た
舞
台
で
し
た
。 

 

第
一
夜
　
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン 

　
去
年
演
出
さ
れ
て
物
議
を
醸
し
、
今
年
世
界
同
時
衛
星

中
継
さ
れ
た
作
品
。
背
番
号
を
付
け
ら
れ
た
ネ
ズ
ミ
が
寒
々

と
し
た
実
験
室
で
『
理
想
的
愛
』
を
実
験
す
る
ロ
ー
エ
ン

グ
リ
ン
と
エ
ル
ザ
、
実
験
を
破
壊
さ
せ
よ
う
と
す
る
オ
ル

ト
ル
ー
ト
ら
を
傍
観
し
て
い
る
と
い
う
設
定
で
、
結
局
実

験
に
失
敗
し
て
、
大
き
な
白
鳥
の
卵
か
ら
胎
児
の
姿
の
ゴ

ッ
ト
フ
リ
ー
ト
が
現
れ
、
ヘ
ソ
の
緒
を
自
ら
ば
ら
ま
い
て

歩
き
出
し
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
以
外
を
死
滅
さ
せ
、
無
理

矢
理
政
権
交
代
を
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
顛
末
。
何
故
に

ネ
ズ
ミ
か
と
考
え
な
が
ら
観
る
う
ち
、
戦
争
に
招
集
さ
れ

た
時
の
み
人
間
の
姿
に
な
っ
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
真
実
を

突
い
て
い
る
な
、
と
感
動
し
た
演
出
で
し
た
。
ロ
ー
エ
ン

グ
リ
ン
が
去
る
、
の
で
は
な
く
前
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す

幕
切
れ
に
希
望
の
光
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

第
二
夜
　
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル 

　
前
奏
曲
の
途
中
か
ら
幕
が
開
く
と
、
舞
台
上
は
そ
の
日

の
朝
メ
ン
バ
ー
と
訪
れ
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
終
の
棲
家
バ
ー
ン

フ
リ
ー
ト
館
の
中
庭
。
現
在
こ
の
館
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
博
物

館
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
三
年
ワ
ー
グ
ナ
ー
生
誕

二
〇
〇
年
の
年
ま
で
改
装
中
と
の
こ
と
で
内
部
は
見
学
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
の
上
演
に
親
し
み
を
持
て
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
幕
で
は
母
の
臨
終
直
後
の
少
年
パ
ル
ジ

フ
ァ
ル
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
墓
の
上
に
煉
瓦
を
積
ん
で
遊
び
、

そ
の
母
は
ク
ン
ド
リ
ー
に
な
っ
て
蘇
り
、
血
に
染
ま
っ
た

手
で
我
が
子
を
ベ
ッ
ド
に
連
れ
込
み
、
成
年
パ
ル
ジ
フ
ァ

ル
は
白
鳥
な
ら
ず
少
年
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
を
弓
で
射
る
、
と

い
う
心
理
分
析
的
演
出
な
の
に
対
し
、
以
降
は
二
つ
の
大

戦
を
経
て
現
代
に
至
る
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
バ
イ
ロ
イ
ト
音

楽
祭
の
歴
史
に
重
ね
た
複
雑
な
演
出
。
純
粋
無
垢
の
愚
か

者
が
知
に
至
る
、
と
い
う
過
程
が
見
え
ず
不
満
で
し
た
。 

 

第
三
夜
　
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ 

　
室
内
楽
の
よ
う
に
緻
密
な
歌
と
オ
ケ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
が
楽
劇

の
原
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
三
幕
。

場
面
は
病
院
の
地
下
の
霊
安
室
で
、
イ
ゾ
ル
デ
が
「
愛
の

死
」
を
電
動
式
ベ
ッ
ド
の
上
で
歌
っ
た
後
、
床
の
上
で
死

ん
で
い
る
ト
リ
ス
タ
ン
に
目
を
や
り
、
そ
の
後
ベ
ッ
ド
に

横
に
な
っ
て
自
ら
の
顔
を
白
い
布
で
被
っ
た
と
こ
ろ
で
幕
。

す
さ
ま
じ
い
最
期
で
し
た
。 

　
こ
の
晩
、
私
た
ち
の
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
楽
日
で
し
た

の
で
、
劇
場
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
幕
間
に
フ
レ
ン
チ
を
い

た
だ
い
て
打
ち
上
げ
会
と
し
ま
し
た
。
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽

祭
は
幕
間
が
一
時
間

ず
つ
あ
り
、
ゆ
っ
た

り
食
事
が
で
き
ま
す
。

美
味
し
い
料
理
と
地
酒
、

そ
し
て
メ
イ
ン
は
音

楽
祭
談
義
。
「
あ
れ

く
ら
い
の
拍
手
じ
ゃ

足
り
な
い
」
と
バ
イ

ロ
イ
ト
音
楽
祭
を
評

さ
れ
た
堀
内
さ
ん
の

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。 

松本市仲町四柱神社御前

S

地域社会に貢献する企業を目指して 地域社会に貢献する企業を目指して 地域社会に貢献する企業を目指して 

ホール音響システム 

高度利用緊急地震速報システム 

各種セキュリティシステム 

通信・ネットワーク 

AV 視聴システム 

各種電気設備工事 

ホール音響システム 

高度利用緊急地震速報システム 

各種セキュリティシステム 

通信・ネットワーク 

AV 視聴システム 

各種電気設備工事 
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西　谷　亮　子

バイロイト音楽祭

旅 行 記

バイロイト音楽祭

旅 行 記

劇場のバルコニーから 

祝祭劇場 

近隣するレストランにて 

予定されていた対談がメインホールの被災
で中止となり頭を抱えていたところ、メイ
ト会員の西谷さんがドイツのバイロイト音
楽祭に行かれると聞きつけ、旅行記を…と
お願いし、ＯＫのお返事をいただきました。
今回はバイロイト音楽祭の旅行記をお贈り
します。 

つ
い 

す
み
か 

お
お 



Xmas 
ファンタジー2011

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

①14:00 
②18:00

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

休　　　　　館　　　　　日

催　　物 お問い合わせ開演 入場料（円）

ハーモニーメイト会員数（9月30日現在）

合計　1,793　人
・賛助会員6団体・広告主25団体

○個人会員　 311　人
○家族会員　1,287　人　413家族
○団体会員　 195　人　20団体

10 1
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11　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2 
水 

3 
木 

4 
金 

5 
土 

6 
日 

7 
月 

8 
火 

9 
水 

10 
木 

11 
金 

12 
土 

13 
日 

14 
月 

15 
火 

16 
水 
 
17 
木 

18 
金 

19 
土 

20 
日 

21 
月 

22 
火 

23 
水 

24 
木 

25 
金 

26 
土 

27 
日 

28 
月 

29 
火 

30 
水 

1 
火 

（伊藤）090-5418-5884

（若林）090-5751-9931

10：35 無料 

無料 

未知奏音楽教室発表会 

若林ピアノ教室発表会 未定 

100
おしゃべりコンサー32  
～ソプラノとの共演～ 

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

14：00

★ 
ウィーン室内合奏団 

ザ・ハーモニーホール 
47-2004

①14:00 
②18:00

無料 
ホザナ音楽教室 
ピアノ発表会 

（小村）25-76149：30

無料 樋下田音楽教室  
発表会 

（樋下田） 
83-3014

9：30

弦楽器いづつ  
トリオ アルデント ネオ 

（井筒）58-671214：00

無料 
草深・桜井音楽教室  
ピアノ発表会 

（草深）47-283913：30

波田文化センター
TEL.92－7501

5,000
メイト 

6,000
一般 

2,500
当日 

2,000
前売 

12　月　の　プ　ロ　グ　ラ　ム

小　ホ　ー　ル

2 
金 

3 
土 

4 
日 

5 
月 

6 
火 

7 
水 

8 
木 

9 
金 

10 
土 

11 
日 

12 
月 

13 
火 

14 
水 

15 
木 

16 
金 
 
17 
土 

18 
日 

19 
月 

20 
火 

21 
水 

22 
木 

23 
金 

24 
土 

25 
日 

26 
月 

27 
火 

28 
水 

29 
木 

30 
金 

31 
土 

1 
木 

（鈴木）26-2569

（根津）25-0212無料 
音の庭音楽教室  
ピアノ＆ヴァイオリンコンサート 

10：00

無料 鈴木ピアノ教室発表会 13：30

無料 

1,000

カワイ音楽教室 
コンクール 

（杉山）32-3396

10：30

1,000
マナ・トーン 
クリスマスコンサート 

カワイ音楽教室 
28-6110

無料 
カワイ音楽教室 
コンクール 

10：30
カワイ音楽教室 
28-6110

18：30

無料 望月ピアノ教室発表会 （望月）77-861610：00

無料 
桐朋学園大学音楽学部附属  
子供のための音楽教室  
松本教室発表演奏会 

（鵜生川） 
090-4173-4626

13：00

メインホール利用中止に伴い
変更・中止となる催物

メインホール利用中止に伴い
変更・中止となる催物

【当初の予定】

11月3日 

11月5日 

11月6日 

11月12日 

11月13日 

11月17日 

11月18日 

11月20日 

11月23日 

11月26日 

11月27日 

12月1日 

12月11日 

12月17日 

12月25日 

【変更後の日程及び会場】

日　付 催 事 名 称  

11月3日 

11月10日 

11月19日 

11月5日 

12月24日 

11月29日 

11月20日 

 

11月23日 

11月26日 

12月24日 

12月1日 

12月11日 

12月23日 

12月25日 

塩尻市レザンホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まつもと市民芸術館 

日　付 

鎌田 
090-2458-8072 

新名 
0263-73-9617 

鎌田 
090-2458-8072 

箕輪 
090-6806-6072 

青山 
0263-35-3645 

渡辺 
0263-36-0996 

ザ･ハーモニーホール 
0263-47-2004 

実行委員会 
0263-32-1386 

ザ･ハーモニーホール 
0263-47-2004 

山田 
090-7199-0830 

青木 
0263-72-4650 

オフィス・マユ 
026-226-1001 

ザ･ハーモニーホール 
0263-47-2004 

コダマ楽器 
0263-33-5886 

栩秋 
0263-34-4707

連　絡　先 会 　 場  

2011.10.1現在 

（１１月～１２月）

【中　止】

讃美歌をうたう会 

クリスマスコンサート 

 

波田文化センター 

（アクトホール） 

 

 
松本文化会館／中ホール 

開演14：00

あがたの森文化会館／講堂 

開演14：00 

 

 
まつもと市民芸術館／ 

開演19：00 

 

 
ザ･ハーモニーホール／ 

小ホール　開演14：00 

 

 

ザ･ハーモニーホール／ 
小ホール 
①14：00　②18：00 
 
 
 

ザ･ハーモニーホール／ 
小ホール 
①14：00　②18：00 
 
 
まつもと市民芸術館／ 
大ホール 
開演13：30 
 
 

辰野町民会館　開演18：30 
＊11/17長野公演は予定どお 
　りホクト文化会館で開催 
 
 
波田文化センター 
（アクトホール） 
開演14：00 
 
松本文化会館／中ホール 

自由席　開演18：30

諏訪市駅前市民会館／開演18：30 
＊11月3日のホクト文化ホール 
での公演は17：30で開催 

信州大学マンドリンクラブ 

第49回定期演奏会 

 
第29回 

松本シティーコール演奏会 

 

中信地区母親コーラスまつり 

 

中信地区母親コーラスまつり 

 

 

箏カプリース2011 

おしゃべりコンサート32 

 

ウィーン室内合奏団 

 

 

 

 

 

エミールピアノ発表会 

信州大学混声合唱団 

第43回定期演奏会 

 
アンサンブル・ルミネ 

第９回定期演奏会 

 
チョ・ソンジン 

ピアノリサイタル 

 
クリスマスファンタジー 

2011 

 
松本ハンドベル同好会 

第３回ハンドベルコンサート 

 

松本市芸術文化祭 

「吟詠剣詩舞」 

 

メインホール利用中止のお知らせ

メインホールは改修工事のため

平成２５年３月３１日まで利用できません。

＊小ホール・練習室は通常どおり利用できます。


